
四季の森公園「自然を訪ねて～昆虫を探そう」 

 

日時：8月 21日（日）13：00～15：00 曇りのち晴れ 

場所：県立四季の森公園 はす池・春の草原・あし原湿原周辺 

参加者：一般 18 名 JFIK スタッフ 3名 

 

曇り時々雨の予報でしたが、雨が降ることはなく、２グループに分かれて昆虫をキャッチ

＆リリースしながら観察を楽しみました。 

まず、北口事務所前で危険な昆虫への対処法やチョウとガ、バッタとキリギリスとコオロ

ギの区別、昆虫のからだの構造などを話題に全体説明を行いました。 

はす池では、ウチワヤンマ、シオカラトンボ、オオシオカラトンボ、コシアキトンボなど

のトンボ類やアメンボを観察しました。産卵しているトンボも見られました。 

春の草原は草丈の低い草地で、歩くと一足ごとに何かが飛び立っていきます。オンブバッ

タやクサキリ、イナゴが多かったようです。周囲のやや草丈の高いところでは、ヤブキリ

（肉食のキリギリス）やセセリチョウの仲間も見られました。 

コースの片側は池や草原ですが、もう片方はおおむね里山の林の縁で、少し目が慣れると

次々に昆虫が見つかります。いろいろなシジミチョウの仲間、キボシカミキリなどカミキ

リムシの仲間、イチモンジカメノコハムシやクロウリハムシといったハムシの仲間、テン

トウムシやコガネムシの仲間、ヘリカメムシの仲間、勿論頭上からは常にセミの声。とき

に捕虫網や素手、観察ケースなどで虫を捕らえてじっくり観察したり、虫が出す音を聞い

たり匂いを嗅いだりしながら楽しい時間を過ごすことができました。最後に２グループい

っしょに振り返りの会をして解散しました。 

 

 

グループに分かれる前に全体説明 

 



 

全体説明では、真っ先に危険な昆虫とその対処法について学びました。 

 

 

はす池沿いの木道 どんなトンボがいるかな 

 

  

林縁には昆虫がいっぱい   



 

   

     キボシカミキリ            ムラサキシジミ 

 

  

     トホシテントウ        ケースに捕らえたアオマツムシを観察 

 

 

バッタ？ キリギリス？ コオロギ？ 

 



  

   流水に棲むシマアメンボを観察        網から出した虫を観察 

 

 

         北口広場で振り返りの会 

 


